
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
  

  

 ※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 町づくり組合と地域が一体となった南木曽町三留野地域の町づくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

中山道三留野宿町づくり組合 

 事務局 田中晃 tel:090-3970-1600 e-mail:yomikaki4183@gmail.com 

事業区分 ア特色ある観光地づくり イ農業の振興と農山村づくり オその他地域の特色、個性

を活かした産業振興、雇用拡大に資する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費       2.906.280円（うち支援金：2.179.000円） 

 

① 道の駅に準じた観光客へのサービス 

② 地域のコミュニティとしての活用 

③ 地域物産品の販売推進 

④ 地産地消の推進 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・拠店づくり事業が完了した 10 月には、

イベント開催等により客数が 4 月度比

で 200％と結果に結びつき、地域にも

認知されつつある。 

・８月の豪雨により地域に多大な被害が

出てイベント広場事業が遅れ、計画ど

おり進めることができなかった。 

・１月に計画した、イベント広場活用の

“食のマルシェ”“フリーマーケット”

は「まん延防止等重点措置」の適用によ

り中止となった。 

 

 【目標・ねらい】 

 

１，「中山道三留野宿町づくり組合」拠点づくり事業 

店舗の外装工事が９月に完成。１０月度からレンタルキッ

チン事業、コニュニティーカフェ事業、体験事業などで拠点

の活用が進んだ。特に、小学校 PTAのそば打ち体験。観光客

によるそば打ち及び五平餅体験は今後に手ごたえを感じた。 

２，地域活性化イベント等開催広場建設事業 

８月豪雨の為、工事開始が２か月遅れとなった為、イベン

ト広場の活用は充分出来なかったが、既存のスペースを使い

イベントは実施できた。但し、１月は長野県に“まん延防止

等重点処置”の適用があり、１月に計画した開催広場でのイ

ベントは中止した。 

 

当地域は、過疎化が進み、主力の観光産業や木材産業も後

継者不足など衰退の危機にある。こうした現状を打破する

為、「中山道三留野宿町づくり組合」を設立。空き店舗を活

用した物産品販売店、そば打ち体験の店“道のオアシス三留

野宿”を開店した。この店舗が地域に認知され、地域を訪れ

る観光客に活用出来やすくする為、１，「中山道三留野宿町

づくり組合」拠店づくり事業。２，地域活性化イベント等開

催広場建設事業を計画、実施した。 

拠店づくり事業やイベントの開催により、「中山道三留野宿町づくり組合」の拠店として“道のオア

シス三留野宿”の認知度は向上した。特に、手打ちそば体験教室は、南木曽小学校 PTAの「親子体験

教室」に採用され、地域の親子が“そば作り”を楽しんだ。今後も継続したい。又、「南木曽観光協会

の観光地めぐり」の拠店として“五平餅づくり体験”がコースに選定され、観光客に好評であった。

今後も地域の団体と連携し、各種体験コースやイベント等開催をはじめ、地域の拠点としての活動を

強化したい。また、町づくり組合の拠店としての“道のオアシス三留野宿”に続き、三留野地域全体

の活性化に結び付ける為、今後「中山道三留野宿」の町づくり活動に力を入れ、宿場町である三留野

宿本陣跡を中心とした体験やイベントも企画し、中山道の観光地としての魅力向上に取り組みたい。 

１１月２０日マルシェ開催風景 


